
尋二五p;；ターバルと健康

SE労働における長時間労働の

実態と勤務間インターバル規制

電算機関連労働組合協議会 事務局長代行 桔黄LLl 南i人、

電算労春闘アンケ ー トによると、 過去10年(2006 35 

年～2015年）の残業実態は右記グラフの通りです。

単純平均では、 男性約26時間、 女性約19時間です。

平均時間ではわからない実態

平均時間を見ると健康に影響を及ぽす程の残業時

間ではありませんが、 実態は、 人によっては過労死

ライン（月間80時間の時間外労働時間）を超えるよ

うな高稼働の人もいます。

高稼働が発生するのは、開発作業の場合、短納期、

あるいは仕様がなかなか決まらず結果的に製造期間

が短くなる、 または、 仕様変更が多々発生するなど

が上げられます。

保守・運用の場合は、 システムのトラブルがあっ

た場合、 可及的早期に対処する必要があり、 短期的

な場合が多いのですが、 高稼働になることがありま

す。 また、 勤務が深夜に及んだり、 不規則になるな

ど開発とは違ったストレスもあります。

規制はないに等しい

このような長時間残業の規制は日本においてはあ

りません。 そんなバカな、 労働基準法で規制されて

いるではないか、 と思われるでしょう。

確かに労働基準法32条により、 使用者は労働者

に、 休憩時間を除いて1週40時間を超えて労働させ

てはならず（同条1項）、かつ、 1日8時間を超えて

労働させてはならない（同条2項）とされていま

す。 しかし、 36条にあるとおり、 労使が36協定を結

べば、 労働時間延長や休日労働が可能になります。

36協定でも 1週間15時間、1ヶ月45時間、1年間360
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時間といった、延長時間の限度が規定されています

が、特別条項により、これらを超えて時間外労働をさ

せることが可能になっています。 このように、 規制

はないに等しく、 あるのは時間外割増賃金の規定の

み、 といっても過言ではありません。

24時間につき最低連続11時間の
休憩時間を

勤務間インタ ーバル規制とは、 勤務の終了から翌

日の勤務開始までの間に一定時間の休息期間を設け

ることにより、労働による疲労を回復し、労働者の健

康と安全を確保することが目的です。 勤務間インタ
ーバル規制は結果的に長時間残業規制になります。

EUでは、労働時間指令が1993年に制定され、2000

年に一部改訂されています。 この指令の中で 1 日の

休息時間として、 24時間につき最低連続11時間の休

憩時間を求めています。 この時間が勤務問インタ ー

バルということになります。 勤務間インタ ー バルが

11時間ということは、 拘束時間は13時間となり、 休

憩時間を1時間としたら、 1 日につき12時間以上は

働かせることができないということです。 EUの労
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